
2025年 評価

確認手段としてWWFジャパンのチェックリストを使用しています。

※調査対象は、ミサワホームの木材調達指針と同じく、木質系工業化住宅に用いる木質部材のみです。

※年間木材使用量：111,873 ㎥/年　、年間使用原木量：223,745㎥/年

（樹種別）得点 個別評価

ダグラスファー カナダ 15.24% 81.9 A

ヒノキ 日本 10.20% 83.3 A

カラマツ 日本 2.44% 80.5 A

カポール、クルイン インドネシア 1.65% 100.0 Ｓ

スギ 日本 1.32% 79.6 B+

MLH（サバ州） マレーシア 0.04% 79.8 B+

オクメ ガボン共和国 0.01% 79.6 B+

メランティ（サバ州） マレーシア 0.02% 79.8 B+

30.91% 83.1 A

フィンランド 34.27% 88.7 A

スウェーデン 4.40% 92.7 A+

スロベニア 0.28% 86.0 A

オーストリア 0.18% 86.0 A

トドマツ 日本 2.75% 74.2 B+

41.88% 88.2 A

ポプラ 中国 5.82% 76.3 B+

スギ 日本 3.53% 78.6 B+

カラマツ 日本 2.89% 66.9 B

ダグラスファー カナダ 0.10% 62.0 B

12.33% 74.6 B+

集成材・その他部材 フィンランド 9.57% 69.4 B

スウェーデン 2.39% 83.6 A

トドマツ 日本 2.92% 83.8 A

14.88% 74.5 B+

100% 82.9 A
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➋　ＷＷＦジャパンのコメント

2024年から2025年にかけて、ミサワホームの木材調達スコアは81.6％から82.9％へと改善し、引き続き高い水準を維持
しています。本スコアの向上は、芯材におけるスウェーデン材の認証材比率の向上などによるものと考えられます。これま
で実施してきた供給源の特定、仕入先との対話や徹底した現地踏査、森林経営計画の確認といった基本的なデューデリジェ
ンスの取組みは着実に定着しており、安定した成果につながっています。
一方、全体として認証材の活用は高い水準を維持しているものの、その内訳を見ると国産材の認証材比率には変動がみられ
ます。同社が掲げる認証材の利用拡大という方針を踏まえ、国産材における認証材の活用の広がりが期待されます。国産材
における認証材の供給体制の観点では、個社のみでの対応には限界がある中で、同社のような影響力の大きい企業が調達を
通じて需要を後押しすることは、サプライチェーン全体の底上げにつながると考えられます。

同社の「木材調達ガイドライン」は、地球規模で求められている生物多様性の保全という社会的責任を果たすことを目的に
、他社に先駆けて策定された先進的な取組みとして評価されます。2030年ネイチャーポジティブの実現に向けた動きが広
がる中、今後は、これまでの取組みを基盤に、認証材比率のさらなる向上に加え、リスク回避にとどまらず、森林保全・再
生や地域社会へのより良い影響の創出が期待されます。
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➊　ＷＷＦジャパン　チェックリスト評価　

自己評価

2025年は前年度同様、国産樹種の活用を行い同水準での使用比率となりました。外国樹種は地政学リスクや海上リードタイムの長期化、為替影響など外的要因
を受けやすいため、安定調達の観点に加え、引き続き国産樹種活用の国策なども背景にあるため今後も促進していく方向は変わりありません。ただし外国樹種に
おいても、半期毎の仕入先様との調達方針会議における弊社の木材調達ガイドラインの伝達、CoC認証の取得等による認証連携を要請することにより、全体評価
得点の向上に寄与したものと考えています。
エビデンスの確認要請や弊社購買条件である受発注システム上の合法性確認の必達も継続、さらに26年度以降開始するCW法定期報告にも対応し、今後も引き
続き仕入先様各社と協調し持続可能な木材の調達に努めて参ります。
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